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聖カタリナ学園 富岡東
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ 16 3 3 1 2 4 ＊ (C) 13 2 3 1 1

5 ＊ 11 0 4 3 0 5 ＊ 12 0 5 2 4

6 3 0 1 1 3 6 ＊ 8 0 3 2 3

7 2 0 1 0 3 7 3 1 0 0 1

8 ＊ 13 3 2 0 0 8 ＊ 2 0 1 0 2

9 4 0 1 2 0 9 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 10 2 0 1 0 2

11 ＊ 11 1 4 0 1 11 12 4 0 0 2

12 3 1 0 0 1 12 ＊ 4 0 1 2 2

13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 1

14 0 0 0 0 0 14 - - - - -

15 14 0 7 0 0 15 - - - - -

16 6 2 0 0 1 16 - - - - -

17 2 0 1 0 0 17 0 0 0 0 0

18 2 0 0 2 0 18 0 0 0 0 1

87 10 24 9 56 7 14 7

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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両チーム、マンツーマンでスタート。開始早々、聖カタリナは#4の3pt、スティールからの速攻で6-0とリードする。その後も、聖カタリナは#5、

#6のインサイドを中心したオフェンスから内外バランスよく得点を重ねていく。対する富岡東は、スクリーンとカッティングで人とボールを動か

しながら得点し、拮抗した状態が続く。残り3分、聖カタリナは15-0のランに成功し、31-13聖カタリナリードで第1ピリオド終了。第2ピリオド、

富岡東は#4、#6の高さを生かしながら得点するも、聖カタリナの勢いは止まらない。聖カタリナは激しいディフェンスから相手のボールを奪い、

#5の安定したゲームメイクで着実と点を重ねていく。51-24聖カタリナリードで前半終了。

第3ピリオド、点差を縮めたい富岡東は、パッシングでゲームを組み立てる。また、#11のこの日3本目の3Ptが決まり、流れが富岡東に傾く。対

する聖カタリナは焦らず、オフェンスを展開し、このピリオド5本目の3ptを沈め、点差をさらに広げて74-36で第3ピリオドを終了する。第4ピリ

オド、聖カタリナは、#15のインサイド、オフェンスリバウンドから得点を重ねる。対する富岡東は、攻撃回数を増やし、全員が積極的にゴール

にアタックしていく。#5の個人技もあり、このピリオドで点差を縮める。しかし、最後まで多彩なオフェンス、強固なディフェンスを徹底した聖

カタリナが87-56で2年連続の優勝を決めた。

2日間で4試合というスケジュールにもかかわらず、最後まで戦い抜き、自分たちのバスケットを貫いた両チームの健闘を称えたい。
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